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　閑谷学校は江戸時代に岡山藩主池田光政によって建
てられた庶民教育のための学校です。建築に 32 年もの
月日を費やした、他に例をみない手間隙をかけた質と
スケールを誇り、国宝の講堂をはじめ聖廟や閑谷神社
などほとんどの建造物が国の重要文化財に指定されて
います。 四季折々にさまざまな表情を見せ、訪れる人
を楽しませてくれますが、冬から春へと移ろう２月は、
澄んだ空気の中で史跡がひときわ美しく映える季節で
す。早春の訪れを告げる梅の花が、静かな学び舎に彩
りを添え始めます。

閑谷学校
しずたにがっこう
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フォントの
サブスクリプションサービス

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　組合員の皆様には、平素より印刷組合の活動に深
いご理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。
　昨年は、半年間にわたり 2025 年大阪・関西万博
が開催され、国内外から多くの来場者が訪れました。
会場では次世代を担う先端技術が数多く披露され、
未来社会の姿を垣間見る貴重な機会となりました。
とりわけ人工知能（AI）は、想像を超えるスピード
で進化を遂げ、産業構造や私たちの生活様式に大き
な変革をもたらす存在として、ますます重要性を増
しています。
　我々の印刷業界においても、AI の活用はすでに
欠かせないものとなりつつあります。生産工程の
効率化や品質管理の高度化はもちろん、生成 AI を
活用したデザイン制作、データ分析に基づくマーケ
ティング支援など、活用領域は広がり続けています。
これらの技術は、従来の枠組みを超えた新たな価値
創造を可能にし、業界全体の競争力向上に寄与する
ものとなります。
　一方で、AI の導入にはリテラシーの向上やセキュ
リティ対策といった課題も伴います。技術を正しく
理解し、安全に運用するための環境整備が求められ

ています。岡山県印刷工業組合としても、これらの
課題に積極的に取り組み、組合員の皆様が安心して
新たな技術を活用できるよう、研修や情報提供の充
実を図ってまいります。また、地域社会や関連産業
との連携を深め、印刷業界の持続的な発展に向けた
取り組みを一層推進していく所存です。
　市場環境が大きく変化する今こそ、組合員一人ひ
とりの力を結集し、新たな時代にふさわしいローカ
ルゼブラ事業のあり方などを模索していくことが重
要です。皆様と力を合わせ、地域に根ざした印刷業
としての存在感をさらに高めていきたいと考えてお
ります。
　本年が組合員の皆様にとりまして、より良く、実
り多い一年となりますよう心より祈念し、新年のご
挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
「AI の活用が進む 2026年」

岡山県印刷工業組合

理 事 長

味 野 浩 一
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より全
日本印刷工業組合連合会の各事業に対しご理解とご
協力を賜り心より感謝申し上げます。
　2026 年は地政学的な諸問題、貿易関税の問題や
インフレ経済移行への諸問題などを昨年から引継ぎ
スタートしました。歴史を振り返りますと激動期を
生きた孟子は物事を成し遂げるには天の時、地の
利、人の和が重要で、特に人の和が最も大切と説い
ております。これは我々が掲げる CSR 経営に通ず
るものと思われます。一方、天地人の言葉の中で本
年のキーワードは「地」であると私は考えておりま
す。地とは、地理・地勢を意味し現場・地盤・地域・
地球といった意味をも内包するものです。我々印刷
産業は「足もとを確かめ、産業を再構築する」こと
を早急に進めなくてはならないと感じています。AI
など技術革新が加速度的に進む一方、現場と地域に
根差した新たな価値創出こそが、印刷産業が未来へ
歩みを進める上で不可欠であると思います。
　ところで価値創出を実践するにはまず確かな地盤
が必要です。本年、まず重視して取り組むのは「取
引適正化」と「知的資産の保全」です。これまで印
刷業界では価格転嫁や権利処理が十分に行われず、
企業の持続性を損ねるケースも散見されました。取
適法が施行される中、その根本的課題に向き合うた
め経済産業省の確認を得たうえで、業界として初と
なる統一的な「基本取引契約書の雛型」を策定し、
全国での普及を進めます。これは単なる書面整備に
とどまらず、印刷産業が社会から信頼される商慣行
を確立し、次の世代に健全な産業基盤を引き継ぐた
めの重要な礎となるものです。
　さらに地域社会との連携強化も本年の大きなテー
マです。印刷会社は行政・教育機関・企業団体など

あらゆる産業と接しており、地域経済のハブとして
独自の強みを持っています。こうした地域密着の特
性を生かし、自治体や地域の課題解決支援を行う
ローカルゼブラ企業を目指し多様な分野での協創の
推進役になるべきと考えております。
　また、地球を考える環境対応はもはや避けて通れ
ない課題です。環境配慮認証制度の普及、CO² 排
出量の算定、印刷工程の省エネ化支援、企業の実務
に直結する支援策をさらに拡充していく所存です。
同時にデジタルメディアには無い紙メディアの価値
を広く社会に発信することも推進して参ります。
　2026 年は印刷産業が「新たな成長の地固め」を
進める一年となることを目指し、変化の波にただ流
されるのではなく、現場の知見を尊重し、地域に寄
り添い、技術革新を柔軟に取り入れ、共に未来を切
り開いて行く年としましょう。
　本年が、印刷産業にとって新たな飛躍の年となる
よう、引き続き皆様のお力添えを賜りますようお願
い申し上げますとともに、各組合員のますますのご
発展と皆様のご健勝を心より祈念し、年頭のご挨拶
といたします。

新年のご挨拶
「足元を固め、価値協創を」

全日本印刷工業組合連合会

会　　長

瀬 田 章 弘
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令和８年新年互例会を盛大に開催

　令和 8 年新年互礼会が 1 月 16 日（金）、アークホテ
ル岡山にて開催されました。
　会員組合（岡山県印刷工業組合、岡山県製本工業組
合、日本グラフィックサービス工業会岡山県支部）47 名、
賛助会員（印刷資材関係会社）60 名、来賓 11 名のご
参加をいただき、盛大に執り行われました。
　冒頭では、昨年 12 月 9 日にご逝去された㈱山陽印刷
社長・森田宗一郎氏に対し、全員で黙とうを捧げ、続い
て国歌斉唱を行いました。
　主催者を代表して、岡山県印刷工業組合・味野理事長
より、「昨年は原材料の高騰や人材不足、デジタル化の
進展など、私ども印刷業界を取り巻く環境は厳しい状況
が続きました。そのような中にあっても、各社皆様の努
力と工夫により、業界として着実に歩みを進めることが
できましたことに、心より敬意を表します。本年も、印
刷の持つ「伝える力」「残す力」を改めて見つめ直し、

デジタルとの融合と新たな価値創出に挑戦しながら、会
員皆様と業界全体の発展に努めてまいりたいと思いま
す。」と挨拶がありました。
　続いて、吉本賢二岡山市議会議員よりご祝辞をいただ
き、日本グラフィックサービス工業会・藤沢忍岡山支部
長の乾杯により祝宴が始まりました。
　各テーブルでは、組合員と賛助会員による懇親と情報
交換が行われました。さらに、岡山県印刷工業組合青年
部のメンバーによる「福引大抽選会」が行われ、当たり
券を昨年より増やしたこともあり、大いに盛り上がりま
した。
　最後に、岡山県製本工業組合・大橋正禎理事長の閉会
挨拶があり、三本締めをもって閉宴となりました。
　なお、互礼会開催中に山下貴司衆議院議員、逢沢一郎
衆議院議員が合流され、ご祝辞をいただきました。

逢沢一郎衆議院議員

岡山県印刷工業組合　味野理事長 日本グラフィックサービス工業会　藤沢忍岡山支部長

岡山県製本工業組合　大橋正禎理事長 山下貴司衆議院議員
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 	 2026 年１月の下請法改正について教えて下さい。

A 	� これまでの「下請法」は、2026 年１月１日から「製造委託等に係る中小受託事業者に対する
代金の支払の遅延等の防止に関する法律（通称：取適法）」として新たに施行されます。

①改正の背景と目的
　原材料費や人件費の高騰により、中小企業の経営が圧迫されています。今回の改正は、中小企業の利益を保
護し、取引の適正化を図ることを目的としています。

②用語の変更について
　これまでの「下請」という言葉には、委託側と受託側の上下関係を連想させる側面がありました。そのため、
法律の名称以外にも、従来の「親事業者」は「委託事業者」に、「下請事業者」は「中小受託事業者」に変更
されます。その他にも、「下請代金」は「製造委託等代金」に変更されます。

③主な改正のポイント
　適用基準が変わります。これまでは資本金基準のみでしたが従業員基準が新たに追加されます。

取引内容 〇印刷物の制作

従業員基準
委託事業者 中小受託事業者

常時使用する従業員 300 人超 　常時使用する従業員 300 人以下

取引内容 〇情報成果物作成委託（文章やデザイン作成）

従業員基準
委託事業者 中小受託事業者

常時使用する従業員 100 人超 　常時使用する従業員 100 人以下

　これらの基準に該当する場合に取適法が適用されるようになります。

④新たに追加された禁止行為
　中小受託事業者からの価格協議に応じない一方的な代金決定が禁止となります。違反通報をした中小受託事
業者への報復措置も明確に禁止されます。手形払いが原則禁止され、電子記録債権なども支払期日までに現金
化できないものは禁止されます。 これにより、実質的な支払サイトが短縮されるため、資金繰りの見直しが
必要です。

⑤今後の対応
　特に、契約書や発注書の修正が必要となることがありますので、ご注意ください。

➡︎➡︎

➡︎➡︎
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岡山県印刷工業組合　青年部の取り組み

　岡山県印刷工業組合青年部は、岡山県印刷工業組合
の下部組織として、組合に所属する企業の 50 歳までの
メンバーによって構成されています。
現在のメンバーは以下の 8 名です。
•  ㈱橋本印刷所　橋本宗憲（会長）
•  ㈱岡文館印刷所　岡部憲一郎（副会長）
•  富士印刷㈱　藤原正樹（会計）
•  ノーイン㈱　小山壱也（会計監査）
•  ㈱ PCK 高速印刷　小松義一（幹事長）
•  ㈱中国シール印刷　西山正浩
•  活文堂印刷㈱　三村和彦
•  アイプリックス㈱　松本一宏

　青年部は、次代の印刷業界を担う青年印刷人の育成
を目的とし、相互の研鑽や情報交換、他県青年部との
交流を行う場として設けられています。
　現在、中国ブロックの青年部会員数は非常に少ない
状況にあり、１名のみの県や、青年部活動を休会して
いる県もあります。岡山県では昨年２名の増員があり
ましたが、近く卒業を控えるメンバーも数名おります。
そこで、青年部卒業後も活動を継続的にサポートでき

るよう、「特別会員」制度を設け、存続に向けた取り組
みを進めています。
　青年部の主な活動としては、全国青年印刷人協議会
の「ブロック協議会」および「全国協議会」への参加、
組合主催イベントへの協力・参加、懇親会、企業視察、
他県青年部との交流など、多岐にわたります。
　近年、印刷業界は市場規模の縮小が加速し、構造変
化も大きく進んでいます。印刷会社には、多角的な視
点を持ち、柔軟な対応や新たなサービスの提供が求め
られています。このような状況の中で、懇親会を通じ
た情報交換や意見交換により親睦を深め、相談し合え
る関係性を築くことは大きな力となります。
　また、会員同士が専門性を活かして連携する機会も
増えており、他県青年部との交流は同世代の刺激や励
みにもなっています。楽しみながら学び、知恵を出し
合い、自企業の成長・発展につなげることを最終目的
として、今後も活動を続けてまいります。
　今後ともご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

株式会社 橋本印刷所
代表取締役　橋本 宗憲

　■ 第 17 回親睦ボウリング大会開催　若手参加で活気あふれる
　令和８年２月１日（日）、岡山ヤングボウルにて「第 17 回親睦ボウリング大会」を開催しました。今年は６社から
22 名が参加し、例年以上に若い方の参加が多かったこともあり、会場は終始明るく活気に満ちていました。ゲーム中
にはあちこちでハイタッチやグータッチが飛び交い、和やかな雰囲気の中でプレーが進みました。
　ペアリングは他社同士の組み合わせで行ったため、プレーの合間にも自然と会話が弾み、親睦を深めることが出来ま
した。
　成績は、友野印刷㈱の川岸晃さんが１ゲーム目 140 ピン、２ゲーム目 184 ピン、合計 324 ピンというハイスコアを
記録し、見事優勝を飾りました。
　　優　勝　川岸　晃　324　（友野印刷㈱）
　　準優勝　藤原芳恵　305　（㈱ PCK 高速印刷）
　　３　位　笠原良仁　291　（㈱ PCK 高速印刷）
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　ミラノ・コルティナ五輪で、岡山県出身の木村葵来
（スノーボード）、中島未莉（スピードスケート）、吉
田唄菜（アイスダンス）が選ばれました。木村選手は
大逆転で金、フィギュア団体で吉田選手は銀と、地元
岡山からぞくぞくとメダリストが誕生しました。

　雪やリンク環境が限られる岡山で冬の競技を極める
のは、大きなハンディがあるはずです。それでも、努
力して、努力して、努力して、結果を出したことは県
民の大きな誇りです。岡山県を元気にしてくれました。
凱旋パレードでの笑顔を楽しみにしています。
　本年もよろしくお願いいたします。

 編 集 後 記

　社長に 12 月 19 日付けで山陽新聞社取締役 藤原健史氏が就任されました。

山陽印刷㈱

会社情報

岡山県印刷工業組合（okakumi351@yacht.ocn.ne.jp）086-223-6351
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岡山県洋紙商連合会

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL.（0868）23-2154

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234


